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「 
よ
り
安
心
・
安
全
な
環
境
を
目
指
し
て 

」 
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日
頃
よ
り
、
本
校
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

三
学
期
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
キ
ー
教
室
や
今
年
度
の
ま
と
め
の

学
習
を
寒
さ
に
負
け
ず
取
り
組
み
、
卒
業
・
進
級
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
度
本
校
で
は
、
三
年
に
渡
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
大
規
模
改
修

工
事
が
完
了
し
、
す
べ
て
の
教
室
、
特
別
教
室
の
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い
教
室
環
境
を
最
大
限
に
い
か
し
授
業
や
行
事
等

の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
や
経
験
の
拡
大
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。 

危
機
管
理
と
い
う
点
で
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
学
校
周
辺
で
熊
等
の

動
物
の
出
没
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
登
下
校
時
の
見
回
り
や
校
外
で
の
活

動
の
際
の
警
戒
等
を
行
い
、
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
に
は
、
磐
梯
山
噴
火
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
・
保
護
者

へ
の
引
き
渡
し
訓
練
を
実
施
し
、
学
校
か
ら
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
会

津
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
へ
避
難
し
、
保
護
者
へ
児
童
生
徒
の
引
き
渡
し

を
行
い
ま
し
た
。
噴
火
が
起
き
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
校
外
へ
避
難
し

た
先
で
保
護
者
の
方
に
引
き
渡
す
状
況
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
訓
練
は

た
い
へ
ん
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。 

来
年
度
か
ら
は
、
本
校
の
念
願
で
あ
っ
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
配
置
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
通
学
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
環
境
を

整
え
、
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
楽
し
く
学
習

に
取
り
組
み
、
自
立
と
社
会
参
加
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 
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 「スキー教室」 

  「そり教室」 

２月１０日（金）アルツ磐梯スキー場にて高等部スキー教室を実施

しました。 

雪の降る中での活動でしたが、スノーシュー班の生徒たちは、景色

を見ながら新雪の上を楽しく歩くことができました。スキー班の生徒

たちは、スノーエレベーターやリフトを使い、学校で練習した成果を

広いゲレンデで発揮することができました。皆、時間を忘れて楽しく

充実した活動をすることができました。 

２月１５日(水)に、アルツ磐梯スキー場にて小学部そり教室を実

施しました。校庭に作られた雪山より大きなゲレンデは、滑り下り

るスピードが格段に速く、踵を使ってそりを止めることに苦戦する

姿がみられました。何度も挑戦するうちに、ブレーキの掛け方が上

達し、上手にそりを乗りこなしていました。冬ならではのそり教室、

満面の笑みで活動に取り組むことができました。 

↑猪苗代支援学校ＨＰ 

小学部６年生のみな

さん、ご卒業おめでとう

ございます！ 

６年間でたくさんの

ことができるようにな

りましたね。4月からは

いよいよ中学生です。 

中学部でも友達と仲

良く！元気に！楽し

く！頑張ってください

ね。 

 

小学部６年 1組 担任 

齊藤香澄 

 

卒業おめでとうございます！新し

い世界へ飛び立つ皆さんへ大好きな

詩を贈ります。 
うまれたて  あげはゆりこ 

おひさまの あいずで 

めをさましました 

さなぎの ゆりかごから 

とびだして 

ゆっくり はねを 

のばしました 

（いまだ！） 

わたしは かぜのふねに 

のりました 

だいすきな だれかに 

であうために 

    ・・・・・・ 

あたらしい「きょう」です 

あたらしい「わたし」です 

 

中学部３年 1組 担任 喜多見志麻 

 

２月１７日（金）に休暇村裏磐梯でスキー教室を行いました。３学

期は体育の授業でクロスカントリースキーに取り組み、回数を重ね

るごとにスキー板の装着もスムーズになり、スキー教室を楽しみに

していたようでした。当日は天候にも恵まれ、１㎞コースや平坦な場

所をスキーやストックを操作しながら、ゆっくりと滑ることができ

ました。あっという間に時間が過ぎたようで、「もっとやりたい」「ま

た来たい」といった声が聞かれ、とても楽しく充実した様子でした。 

 

 「スキー教室」 

今
年
度
も
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
御
協
力
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
項
目
で
「
良
い
」「
や
や
良
い
」

と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

特
に
、「
相
手
に
伝
わ
る
返
事
の
で
き
る
児
童
生
徒
」「
自

ら
考
え
て
行
動
で
き
る
力
」「
『
分
か
っ
た
。
で
き
た
。』
を
実

感
で
き
る
授
業
づ
く
り
」
の
項
目
で
は
、
高
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

本
校
の
教
育
活
動
が
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
「
伝
え
る
力
」

「
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
力
」
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
力
は
、
将
来
児
童
生
徒
が
自
立
す
る
上
で
大
き
な
強
み
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
実
態
は
違
い
ま
す
が
、
自

分
な
り
に
こ
の
二
つ
の
力
を
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
ま
す
。 

課
題
と
し
ま
し
て
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」「
公
共
交
通
機

関
の
利
用
」「
地
域
と
の
連
携
」
と
い
う
三
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
で
は
活
用
が
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
保
護
者
や
地
域
の
方
に
は
、
な
か
な
か

活
用
の
様
子
が
見
え
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
今
後
、「
子

ど
も
の
学
び
に
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
」
や
「
保
護
者
や

地
域
の
方
へ
の
発
信
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

「
公
共
交
通
機
関
の
利
用
」
に
つ
い
て
は
、
本
校
の
立
地

条
件
か
ら
難
し
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
た
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

「
地
域
と
の
連
携
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
学
び
、
地
域

に
本
校
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
役
に
立
つ
取
り
組
み
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
教
育
活
動
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

次
年
度
こ
の
三
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、
教
職
員
一
丸
と
な

り
本
校
の
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

教
頭 

渡
邉
弘
規 

 
 
 
 
 
 

 

  

 

   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

３月１日（水）に高等部「卒業生を送る会」が実施されました。

１年生は「いなっ子アワード」で３年生を一人一人表彰しました。

２年生は３年生との思い出と励ましの言葉を送り、３年生は３年

間の高校生活の思い出を発表しました。また、在校生や先生方から

メッセージを寄せ書きした色紙をプレゼントしました。別れを惜

しみながらも、卒業生の門出を祝うことができました。 

卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます！！ 

 「卒業生を送る会」 

３月６日(月)に、「卒業生を送る会」を行いました。１、２年生

が話し合って企画した「ハンカチ落とし」をしたり、ありがとうの

気持ちを込めたプレゼントを渡したりしました。生徒たちからはう

れしそうな表情がこぼれ、笑い声が聞かれ、時間を忘れるほど楽し

いひとときとなりました。また、卒業生は「自分の進路」について

学習したことを発表しました。進学したらやりたいことやがんばり

たいことを堂々と発表する姿に、頼もしさを感じました。 

卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。 

 「卒業生を送る会」 

３月２日（木）、飾りつけをした会場に６年生を招待し、「卒業お

めでとう会」を行いました。思い出を振り返りながら〇×クイズを

したり、いなっ子まつりで発表した「ダイナマイト」を踊ったりし

て楽しみました。みんなからのメッセージを寄せ書きした色紙を６

年生にプレゼントしました。６年生一人一人からも、プレゼントと

お礼の言葉がありました。プレゼントや言葉にいろいろな思いがこ

もった温かいおめでとう会になりました。 

  

 「卒業おめでとう会」 

 卒業おめでとうございます。 

みなさんと過ごした２年間

は、笑いあり、涙ありの充実し

た毎日でした。 

大雪の中、栃木方面に出発

した修学旅行は、一番の思い

出となりました。また、自分の

希望する進路の実現に向け

て、最後まで諦めず努力する

姿は、すばらしかったです。 

これから、社会に出るみな

さん、どうかお体を大切に、自

分の大きな夢に向かってさら

に飛躍してください。これか

らも、応援しています。 

 

高等部３年 1組 担任 命長かほる 

 

 卒業おめでとうございます。 

高等部で過ごした３年間、

みなさんにとってたくさんの

学びがあったと思います。 

高等部陸上大会では、1人ひ

とりが遠くに見えるゴールに

向かって、全力で走ろうとす

る姿、とっても印象に残って

います。 

これからは、自分で自分の

道を進むことになります。困

ったときは周囲の方々に相談

しながら社会人として活躍し

て下さい。 

 

 

高等部３年２組 担任 蓮岡美由紀 

【 

学
校
評
価
に
つ
い
て 

】 

 
 
 
 
 
 

 

  

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

 

 

卒業おめでとうございま

す。 

みなさんの元気なあいさ

つやすてきな笑顔から元気

をもらっていました。 

人にやさしくし、だれとで

も仲よくできる人でいてく

ださい。そうすることで、困

ったときには、まわりの人が

助けてくれるはずです。 

これからもみなさんの笑

顔が明るく輝いていてくれ

ることを願っています。 

 

 

小学部６年２組 担任  

小林由美子 


